
≪今後の課題≫

○ 地元の実情やニーズについて把握し、地域の課題に則したテーマを選定のうえ実施していくほか、現状の実施
方法等については、参加者の意見等を踏まえ常に検証していく必要。

≪関東財務局の今後の対応≫
○ 今後も参加者の意見を踏まえながら、真に地元の実情・ニーズを踏まえたテーマにおいて継続的に実施。

 関東財務局では、地域のオピニオン･リーダーである企業経営者等（埼玉県内の有力企業役30社）との関係を強固なものとするため、これらの方々にお集ま
り頂き、地域経済の中長期的な課題について意見交換を行う場として「さいたま活性化サロン」を平成26年12月より開催。

 平成27事務年度では取組を各財務事務所へ展開。統一テーマを定め管内8財務事務所において実施。

 平成28事務年度においては、プラットフォームのネットワーク機能の「一層の深化」を図るべく、改めて、真に地元の実情･ニーズを十分に踏まえたものとなって
いるかをまず把握したうえ、地域に応じたテーマを設定し、さいたま･事務所版活性化サロンを継続的に開催。

〇 平成28年度事務年度関東財務局基本方針に
おいて、改めて「真に地元の実情・ニーズを十分
に踏まえたものとなっているか」を検証。本局･財
務事務所において、サロンメンバー等を個別に
訪問。ニーズを把握し、地域の課題等に則した
テーマを選定。
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平成28年 9月30日 さいたま活性化サロン 「財政の現状と課題について」
28年10月25日 さいたま活性化サロン 「～地方創生：「課題」から「希望」へ～」
28年11月28日 群馬活性化サロン 「前橋市街地の活性化」～にぎわいの創出に向けて～
28年11月29日 千葉活性化サロン 「成田国際空港を起点とした地域活性化の方策」
28年12月 5日 栃木活性化サロン 「栃木県の人口動向とその変化への対応について」
28年12月 5日 さいたま活性化サロン 「地域金融の新しい形」
28年12月 5日 新潟活性化サロン 「中小企業の事業承継問題の現状と課題、解決の方策」
28年12月 6日 神奈川活性化サロン 「企業の事業承継について」
28年12月14日 茨城活性化サロン 「中小企業の事業引継ぎについて」
28年12月15日 山梨活性化サロン 「山梨県の中小企業の人材確保に向けて」
29年 2月 6日 さいたま活性化サロン 「事業承継の現状と展望」
29年 3月 2日 長野活性化サロン 「働き方改革と女性の活躍推進について」

「地域の実情・ニーズを踏まえたプラットフォームとする」ため、関東財務局･
各財務事務所では、これまで培ったネットワークをフル活用し、地域の課題･
ニーズをまずは把握･検証。ニーズに応じたテーマを設定のうえゲストスピー
カーを依頼。以下、様々な内容にて実施。複数の地域の活性化サロンで「事
業承継」がテーマとして取り上げられるなど、最近の地域の重要関心事項を
反映。 【さいたま活性化サロン】

【山梨活性化サロン】

【平成28事務年度
さいたま・事務所版活性化サロンの概要】

参加者の声

◆サロンでの議論をヒントに、IOT技術による業務効率化をおこなった。
◆さいたま活性化サロンでクラウドファンディングを知り、さっそく利用することとした。
◆難しいテーマでもわかりやすく説明いただけるのでありがたい。
◆多様な分野のリーダーが一堂に会する機会は他になく、有益である。

１．成果事例の概要等 ２．これまでの取組の成果等

３．今後の課題と関東財務局等の対応

〇 活性化サロンを継続開催

さいたま・事務所版活性化サロンの継続開催
～地元の実情･ニーズを踏まえ、様々な地域課題の問題認識を共有～

地方創生支援 関東財務局及び
管内財務事務所
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